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<論文内容の要旨 > 
問題に直面した時，人はある習慣的な反応様式に従ってそれを解決しようする。多くの場
合，その習慣的な反応様式は問題解決にとって有効である。しかし，時には，問題解決に繋
がらない場合がある。それにも関わらず，問題を解いている当人は，従来の習慣的反応様式
に固執し，それをくり返し適用し続けてしまうことがある。このような現象は，心理学にお
いて古くから注目され，行動の堅さ（rigidity），心的構え（mental set）などの観点から
捉えられてきた。 
本論文では，そのような「構え」に焦点を当て，その発生と展開のメカニズムを主体性と
発達的視点から明らかにすることを目的とした。その際，とりわけ，ウズナーゼ学派の「構
え理論」を批判的に検討した。ウズナーゼ学派の提唱する理論では，「事態・対象」と「欲
求」という二つの条件から形成される「一次的構え（primary set）」と繰り返し呈示される
ことによって形成される「固定された構え（fixated set）」の区別が十分にはなされていな
いという問題がある。その点を踏まえ，本論文では，新たな実験方法を開発することによっ
て構えの形成と展開を明らかにすることを目的とした。 
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 本論文は，大きく３部から構成される。 
 第Ⅰ部「問題の背景」は，２章から構成される。 
第１章では，まず，固定された活動・行動の形成及び活動・行動発生の準備性の研究動向
を整理した。次に，その結果に基づき，ウズナーゼ学派の「構え理論」をモスクワ学派から
の批判との関連で整理するとともに，「固定された構え」の研究における，ルーチンスとウ
ズナーゼ学派における実験方法を比較検討した。 
 第２章では，「構え」を捉える新たな視点を提案するとともに，３つの研究目的とそれに
基づく仮説及び作業仮説を設定した。研究目的１は，「固定された構え」の発生に対する「構
えの一次性」の検討をすることである。研究目的２は，「固定された構え」に対する「構え
の人格性（主観性・欲求）」の関与を検討することである。研究目的３は，「固定された構え」
の展開過程（発生・転換・崩壊）に及ぼす他者の介入（情報）の影響を検討することである。 
第Ⅱ部「認知活動における固定性の発生・転換 ―固定された構え研究―」は，第３章～
第６章にまたがる 12の実験的研究から構成された。 
第３章では，研究目的１に関連して，「固定された構えの『一次性』に関する検討 ―『多
義的な絵』の知覚に及ぼす教示の差異効果―」と題して，研究１～研究４を行った。第４章
では，繰り返し呈示される過程で漸次的に固定される構えは「一次的」に形成されるのか否
かを検討するために，呈示対象の量的性格，すなわち「大きさの比較」に注意を集中させる
教示方法を用いて研究５～６を行った。その結果，構え研究の実験で実施されている「固定
された構え」は，定位・探索活動が「一次的」に起こり，その結果「二次的」に形成された
ものだということが示唆された。 
第５章では，研究目的２に関連して，「固定された構えの『人格性（主観性・欲求）』に関
する検討 ―幼児・児童の知覚変容に及ぼす『欲求』の作用―」と題して，研究７～研究 10
を行った。その結果，「欲求」に強く動機づける状況を作り出すことによって，一瞬に構え
が発生することが確認された。また，この構えは，「固定された構え」と比較すると，構え
形成後の消去過程で変容し易いことが示された。さらに，被験者の年齢段階（４，５歳児，
小学１年生，５年生）で起こる構えの発生率は「一次的構え」に関してはほとんど差異がみ
られないものの，「固定された構え」では年齢が上がるに従って増加する傾向が確認された。 
第６章では，研究目的３に関連して，「意識化させる『介入』による『固定された構え』
の形成・転換・消去 ―検証実験における『多義的な絵』の反応に対する情報提供としての
介入―」と題して，研究 11，研究 12を行った。その結果，健常児・高学年生（小学校 5年
生）が最も適切な「構えの転換」（形成され易く，消去され易い）を示すこと，知的発達に
遅れがある子どもは，介入によって大きな混乱を起こすなど，最も不安定な弱い構えを形成
することが確認された。これらの結果から，「固定された構え」の発生とその後の消去過程
に関しては，対象者の認知的発達という視点から捉えていくことの重要性が示唆された。 
 第Ⅲ部は，「総合考察と展望」を行った。 
第７章，「研究目的１～３」のまとめと「仮説１～３」の検証を行い，①「一次的構え（primary 
set）」と「固定された構え（fixated set）」ではそのメカニズムが異なること，②「固定さ
れた構え」の形成には，欲求が関与すること，③「固定された構え」の展開過程には，他者
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の介入が影響し，その程度は個人の認知発達の水準によって異なることが示された。この点
で，仮説は検証されたと考えられる。第８章では，求められる研究の方向性として，認知課
題の解決過程における固定性の検討をするための新たな視点が提案された。第９章「本研究
の課題と今後の新しい研究の方向性について」では，「固定された構え」の発生モデルの視
点から，構え理論のさらなる問題，すなわち思考活動の「客観化行為」及び「社会的構え」
の研究の必要性，さらに活動・行動の固定性（固執性，固着）からの脱出を目指す「臨床的
分野の研究」の必要性について述べられた。 
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
「構え」は，心理学の研究史の中でも様々な観点から研究がなされ，その領域ごとに多様
な説明がなされてきた概念である。「構え」の定義についても，生理学的定義（ウッドワー
ス他），行動理論的定義（ルーチンス他），認識的定義（レヴィン他），学習理論的定義（ハ
ーロー他）などが挙げられる。そのような背景をもつ「構え」について，本研究は，ウズナ
ーゼ学派の「構え」，とりわけ，「『構え』は欲求とこれに応ずる客観的な状態（環境）によ
って条件付けられている状態である」という概念に焦点を当て，ルーチンスの実験方法との
比較，モスクワ学派からの批判などと関連づけながら，総合的に検討したものである。より
具体的には，ウズナーゼ学派の概念は，特定の実験形式に依存した現象に基づくと考え，12
の実験研究を通して，(1) 「一次的構え」（primary set）と「固定された構え」（fixated set）
の形成過程と消去過程の違い，(2) 「固定された構え」の形成と消去における認知発達の影
響，(3) 「固定的構え」の形成と消去における情報提示の役割を明らかにしようとした。 
本研究は，大きく次の３点において評価される。第１に，「構え」の形成において，対象
物の特徴と同時に，人の「注意」の向け方が影響していることを明らかにした点である。第
２に，「一次的構え」には年齢差は認められないものの，「固定された構え」は年齢が増すに
つれて形成されやすくなること，また，「一次的構え」と「固定された構え」とでは消去過
程が異なることを明らかにした点である。第３に，知的障害がある子どもでは，「意識化」
の介入があると「構え」が形成されにくいことなどから，認知発達の水準によって「固定さ
れた構え」の形成のされやすさが異なることを明らかにした点である。 
しかし，残された問題もある。すなわち，個人の認知発達の水準，認知発達の特徴として
の「構え」の形成過程と消去過程に留まらず，人格全体の特徴としての「構え」の形成，転
換，消去のメカニズムの解明である。なお，この点については，本研究のような知覚に関す
る実験研究ではなく，臨床的問題の解決も含む介入的研究の成果を踏まえて検討されるべき
課題だと考えられる。 
以上の問題点をもちながらも，本研究は，発達心理学，学習心理学の分野に，「構え」の
形成，転換，消去に関する新たな知見を付け加えるとともに，「構え」研究の今後の方向性
を提案したものと評価できる。 
よって，本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
